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2015 年度 日本海洋学会岡田賞　受賞候補者 推薦書

候補者：佐
さ さ き

々木 克
よし

徳
のり

 （北海道大学・大学院理学研究院）
受賞対象課題：西岸境界流およびその続流の変動に関する理論的・

解析的研究

推薦理由：佐々木克徳会員は、主に亜熱帯循環の変動に関連する研
究を行い、特に西岸境界流およびその続流の変動について優れた研
究を発表してきた。

佐々木会員は、まず南太平洋の西岸境界流変動について、地球シ
ミュレータを使って求めた数値モデルの出力データを解析し、温暖
化に伴うと考えられていた亜熱帯循環の強化とそれに伴う水位上昇
が、実は熱帯を起源とする大気の 10 年スケール変動が海洋を駆動
した結果であるという事実を見出した。

その後、佐々木会員は、黒潮続流とメキシコ湾流の 10 年スケー
ル変動に関する研究に取り組んだ。黒潮続流の 10 年スケール変動
は、北太平洋東部風応力の変動に伴って励起された南北スケールの
大きな長波ロスビー波が西岸領域に伝播することによってもたらさ
れると考えられていた。しかし、この考え方では、約 1,000km に
も及ぶ空間スケールをもつ大気変動が 約 100km の南北スケールに
過ぎない黒潮続流域変動をどのように励起するのか、矛盾なく説明
することが困難であった。佐々木会員は、大気変動によって励起さ
れた海面水位変化が、南北に幅の狭い黒潮続流ジェットに捕捉され
たロスビー波として、3-4 年かけて西方伝播することを明確に示し
た。この研究は、30 年ほど前に提案され、強い海流の変動の説明
に使われてきた狭いジェットのモデルに、個別の海流や時間規模に
適したスケーリングを施すことによって、この現象に内在する力学
の本質を引き出すことに成功したものであり、上述した「黒潮続
流の変動とその励起源である大気変動との空間スケールの大きな
ギャップ」を説明する研究と位置付けられる。

さらに、佐々木会員は、数値モデルの結果に留まることなく、衛
星観測データから求めた現実の海流場の研究に取り組み、黒潮続流
の 10 年スケールの変動が上記のメカニズムによって説明されるこ
とを明らかにした。また、水位偏差がジェットの幅が狭くなる西方
に伝播するにつれ、渦位保存と整合的に振幅を増大させながらその
南北スケールを狭くしていくことを示した。これらの研究は、西岸
境界流およびその続流変動の力学の基本的な枠組の変更という点で
大きな意義を持つ。さらに、この黒潮続流ジェットに集中した水位
偏差が、本州の東岸に到達した後、沿岸捕捉波動として岸を右手に
見ながら西方に伝播していくことで、関東から東海にかけての人口
密集地に顕著な水位の10年変動を引き起こしてきたことを示した。
この結果は、地球温暖化に伴って予想されている黒潮続流の北上が、
ジェット捕捉ロスビー波の伝播を通じて我が国の一部地域の沿岸水
位に集中的な上昇をもたらす可能性があることを示唆している。

以上のように、大気海洋相互作用に関するデータ解析で顕著な成
果を挙げ、黒潮続流の 10 年スケールの南北変動について力学理論
を基にして説明した業績は、日本海洋学会岡田賞にふさわしいもの
であり、佐々木克徳会員を受賞候補者に推薦する。

候補者：田
た

中
なか

 泰
やす

章
あき

 （琉球大学・熱帯生物圏研究センター）
受賞対象課題：造礁サンゴによる物質代謝に関する研究

推薦理由：サンゴ礁は、熱帯・亜熱帯の貧栄養海域に発達する生物
多様性に富む生態系であるが、礁内の栄養塩は低濃度であり、生態

系とそれを支える物質循環過程には不明な点が多い。また、人間活
動による僅かな環境負荷に対して、サンゴ礁の生態系は鋭敏に変化
することが示唆されており、サンゴ礁の保全の面からも、その生態
系の研究が重要である。田中泰章会員は、これまで取り上げられる
事が少なかったサンゴ礁における溶存有機物の動態に着目し、現場
観測と室内実験を組み合わせることにより、多くの新しい知見を得
てきた。

田中会員は、造礁サンゴが溶存有機物を海水中に放出しているこ
とを定量的に示すとともに、その炭素・窒素比等のデータから、礁
内に存在する溶存有機物の主要な生産者であることを示した。ま
た、長期分解実験により、造礁サンゴ由来の溶存有機物を、速やか
に分解する易分解性成分（全量の 63-94%、平均 77%）と 1 年以上
の分解耐性を示す難分解性成分（6-37%、平均 23%）の 2 成分にわ
けることに成功した。さらに、溶存有機物の濃度や炭素・窒素比、
基礎生産に対する溶存有機物生産の割合等をサンゴ礁内の現場調査
によって定量し、造礁サンゴ由来の溶存有機物が礁外の外洋域へ定
常的に流出していることを示した。また、陸域からサンゴ礁への栄
養塩負荷がサンゴ内に共生する褐虫藻の増殖を招き、サンゴ礁内に
おける光合成による有機物生産とサンゴの生長（石灰化）のバランス
を崩すことや、サンゴから海水への有機物フラックスが、懸濁態に
ついては増加、溶存態は低下することなどを示し、それらを利用す
る微生物群集の構造が変化する可能性を指摘した。

これら一連の研究は、栄養塩吸収、有機物生産、サンゴの生長、
微生物食物連鎖などの様々な観点から、サンゴ礁の生態系における
造礁サンゴ由来の溶存有機物の機能・役割を評価しており、これま
であまり研究が進められてこなかったサンゴ礁の物質循環の定量的
評価に大きく貢献すると共に、サンゴの生理生態機構に関する多く
の新しい基礎的知見をもたらした。これらの業績は、日本海洋学会
岡田賞にふさわしいものであり、田中泰章会員を受賞候補者に推薦
する。

2015 年度 日本海洋学会宇田賞　受賞候補者 推薦書

候補者：深
ふか

澤
さわ

 理
まさ

郎
お

 （独立行政法人海洋研究開発機構） 
受賞対象業績：海洋深層循環の観測的研究と国際展開への貢献

推薦理由：深澤理郎会員は、地球規模での海洋循環の変動解明を目
指した観測研究に長年にわたり携わってきた。1980 年代から本格
的に始められた国際的な気候変動に関する研究プログラム WCRP

（世界気候研究計画）の下で計画された WOCE （世界海洋循環実験計
画）を初めとして、SAGE、CLIVAR-IOCCP、GO-SHIP など国内外の
Science Steering Committee 委員を歴任し、船舶による地球規模の
多項目精密観測を国際的に主導してきた。

深澤会員は WOCE の主要メンバーとして国内外の研究者を糾合
し、気候変動研究に利用可能な本格的な Long Hydrography として
我が国の嚆矢となる太平洋北緯 30 度線の観測を 1993-1994 年に
実現に導いた。また、このような観測を実現するために若手研究者
を指導し、水温計測、塩分測定など船舶による観測の高精度化・シ
ステム化に取り組んできた。1999 年には国際協力の下、当時の水
産研究所と共同で太平洋北緯 47 度線の横断観測を実施し、観測線
に沿って太平洋をほぼ横断する規模で周極深層水（CDW）に有意な
昇温が生じていることを見出し、Nature 誌に発表した。さらに、
太平洋全域での観測を米国との調整を行うなどして主導し、このよ
うな昇温が周極深層水の経路に沿って太平洋全域で生じていること
を示した。また、数値モデリングの研究者と協力し、この昇温が南
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極アデリーコースト沖における海洋から大気へ放出される熱量の減
少に起因することを Science 誌に発表した。これらの成果を通じ、
南極オーバーターンが弱化している可能性など、重要な知見が得ら
れた。その後、深澤会員の一連の研究が刺激となり、諸外国の研究
者によって、大西洋、インド洋、南大洋においても深層水の昇温が
相次いで発見され、南大洋における CDW 生成量が減少している可
能性が再度指摘されるようになった。これらの成果は、IPCC 第 4
次評価報告書に掲載され、それが発展した成果が IPCC 第 5 次評価
報告書に掲載されるなど、観測結果に基づく深層循環変動研究とい
う新たな研究分野の創出と発展に寄与してきた。

深澤会員が主導した高精度観測手法は GO-SHIP Repeat Hydrographic 
Manual: A Collection of Expert Reports and Guidelines（IOC Report 
No.14）の一部として採録され、国際的な観測のガイドラインとして
マニュアル化されている。また、深澤会員は 2003 年に南緯 30 度
に添った世界一周観測航海を企画し、成功に導いた。この航海は、
単一の船舶による高精度多項目の観測を 3 大洋において連続して
実施した世界初の試みであると同時に、発展途上国を中心に 20 カ
国以上から学生や訓練生、若手研究者の参加を募り、最先端の観測
技術の普及を図った。この航海が国際的な教育や啓蒙に果たした役
割は大きく、関係諸国や POGO（Partnership for Observation of the 
Global Oceans）からキャパシティビルディングとして高く評価され
るなど、世界の海洋観測研究における日本のプレゼンスを著しく高
めた。深澤会員はこの他にも、文部科学省科学技術・学術審議会 
研究計画・評価分科会 地球観測推進部会および全球地球観測シス
テム作業部会、同省国際統括 日本ユネスコ国内委員会自然科学小
委員会等の委員も歴任しており、我が国の海洋研究の発展に大きく
貢献してきた。

以上のように深澤会員は、我が国の観測技術の高度化に尽力し、
WOCE 観測等を成功に導き、海洋研究開発機構他の海洋観測チー
ムを率いて、深層昇温の証拠やその機構を世界に先駆けて明らかに
してきた。その功績は日本海洋学会宇田賞にふさわしいものであり、
深澤理郎会員を受賞候補者に推薦する。

2015 年度 日本海洋学会環境科学賞　受賞候補者 推薦書

候補者：野
の

村
むら

 英
ひで

明
あき

 （東京大学・海洋アライアンス） 
受賞対象課題：東京湾の環境保全に関わる生態学的研究と社会活動

推薦理由：野村英明会員は、東京水産大学（現東京海洋大学）水産学
研究科で学位を取得し、東京湾における動植物プランクトンを中
心とした低次生態系の研究を進めてきた。特に、東京湾における
1980 年代以降の富栄養化の特徴と傾向について、河川流域からの
汚濁負荷が著しい 1960-70 年代との比較研究を行い、プランクト
ン群集や水質の長期的な変動について科学的側面から検討材料を提
供するとともに、官民含めた東京湾の環境保全活動に貢献してきた。

野村会員は、これらの研究成果を基盤に、さらなる東京湾の環境
保全・再生に向けた社会活動に積極的に関わってきた。1996 年に
発足し風呂田元会員が委員長を務める任意団体「東京湾環境研究委
員会」では、事務局長としてその運営を担ってきた。本委員会の活
動の中心の場であった「東京湾海洋環境シンポジウム」は、研究者
に加えて行政関係者や市民にも広く参加を呼びかけ、東京湾に関す
る科学的な成果を社会に伝えることを目的として開催されてきた。
第 6 回目のシンポジウムは、2012 年度日本海洋学会青い海助成事
業にも採択されている。2011 年には、これらの活動の集大成とし
て「東京湾―人と自然のかかわりの再生」（恒星社厚生閣）が出版さ

れたが、野村会員は編者としてそのとりまとめに尽力した。一方、
官民が協同して東京湾の再生に取り組むための組織として 2013 年
に設立された「東京湾再生官民連携フォーラム」（代表 : 來生 新）で
は、複数のプロジェクトチーム（PT）に加わり、特に「東京湾再生
のための行動計画の指針検討 PT」、「生き物生息場つくり PT」では
調整、とりまとめ役として活躍している。また、個人レベルの情報
発信活動として特筆すべき点に、2014 年 2 月 20 日付朝日新聞の「私
の視点」欄に掲載された「海辺の五輪種目　東京湾の水辺環境改善
を」と題した寄稿文がある。野村会員はこの中で、2020 年に開催
が決まった東京オリンピック・パラリンピックで、トライアスロン
やカヌーなどの競技が東京湾奥部の海辺で計画されていることに対
し、赤潮や下水の越流など、湾の水質の現状はこれらの競技に必ず
しも適した状況ではなく、オリンピックを迎えることを契機に東京
湾の水質改善を進めるべきと指摘している。この提言は、開催者側
や地域社会にも少なからぬ影響を与えているものと推察される。

野村会員は日本海洋学会においては、長らく海洋環境問題委員会
（現海洋環境問題研究会）の幹事として東京湾を中心に沿岸域の環境
保全のための情報発信活動に積極的に関わってきた。本委員会は、
沿岸域における大型公共工事の計画に対し（例えば、三河湾流入河
川上流部の設楽ダム建設、東京国際空港再拡張工事など）、「海の研
究」やマスコミ等を通じて度々提言を発信してきたが、野村会員は
それらのとりまとめにおいても中心的な役割を果たしてきた。

以上のように、野村会員は、生態学を基礎とした東京湾での研究
活動を通じて得た科学的成果を基盤に、東京湾の環境保全、再生に
向けた社会活動に積極的に取り組み、その発展に大きな貢献を果た
してきた。これまでの学術的成果に加え、上記の啓発的活動や社会
への啓蒙活動は、環境科学賞として本学会から讃えるに相応しいも
のである。かねてより、東京湾は海洋環境問題の象徴の場であり、
海洋環境保全活動を牽引する多くのリーダーを輩出してきた。その
先達が次々に現役を退く中、今後の東京湾の環境問題への取り組み
をリードし、次世代を育成していく人材が不足していることは否め
ない。野村会員には是非その先頭に立って、東京湾の環境問題への
取り組みを前進させるために活躍して頂きたい。その期待も込め、
野村英明会員を環境科学賞の受賞候補者に推薦する。

2015 年度 日本海洋学会日高論文賞　受賞候補者 推薦書 

候補者：小
こばやし

林 大
たい

洋
よう

 （独立行政法人 海洋研究開発機構）
受賞対象論文：T. Kobayashi, K. Mizuno, and T. Suga （2012）: Long-term 

variations of surface and intermediate waters in the southern Indian Ocean 

along 32ºS. Journal of Oceanography, 68（2）, 243-265.

推薦理由：地球温暖化をはじめとする地球規模の気候変動の兆候
が、海洋内部においても認められるようになってきている。しかし
ながら、既存の観測データが少ない海域でそのシグナルを正しく捉
えることは容易ではない。中でも南インド洋においては、南緯 32
度線に沿う東西断面観測で亜表層水の特性に顕著な時間変動が見出
されているものの、それが振動現象であるのかトレンド現象である
のかという問題提起がなされるほど、観測データの蓄積と整理が不
十分である。近年の高度海洋監視システム（アルゴ計画）による全球
表中層観測は時空間解像度に飛躍的な向上をもたらしたが、その観
測期間は 10 年余りに過ぎない。また、計算機資源の増大と計算手
法の発展により、数値モデルは熱・水・物質の地球規模循環を理解
するための有力な手段となってきているが、亜表層・中層における
海水特性の再現性はまだ十分ではない。
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本論文は、1960 年から 2010 年にわたる歴史的水温・塩分デー
タとアルゴデータをもとに最適内挿法を用いて等密度面上での時系
列データを作成し、南インド洋南緯 32 度線上での表・中層水塊の
長期変動を調べている。その結果、亜南極モード水（SAMW）や南
極中層水（AAIW）の密度帯に見られる海水特性について、50 年間
のトレンドに加えて、10 年、40 年の時間スケールをもつ顕著な変
動（振動）現象を見出した。これらの発見は断片的データに基づくこ
れまでの観測研究と矛盾せず、また最近のモデル研究の結果を支持
するものである。

記述はやや煩雑で、見出された現象のメカニズムについては十分
な議論に及んでいない面もある。整然とした結論を得るには、さら
なる観測データの蓄積あるいはモデル研究の進展を待つ必要がある
だろう。しかし、詳細に記述された変動現象は情報量の少ない南イ
ンド洋での貴重な知見であり、今後、この海域における海洋循環場
と物質輸送現象の理解の進展に大きく寄与すると考えられる。

以上の理由から、本論文は日高論文賞にふさわしい優れたもので
あり、筆頭著者である小林大洋会員を受賞候補者として推薦する。

候補者：橋
はしはま

濱 史
ふみのり

典 （東京海洋大学・大学院海洋科学技術研究科）
受賞対象論文：F. Hashihama, S. Kinouchi, S. Suwa, M. Suzumura, and 

J. Kanda （2013）: Sensitive determination of enzymatically labile dissolved 

organic phosphorus and its vertical profiles in the oligotrophic western North 

Pacific and East China Sea. Journal of Oceanography, 69（3）, 357-367.

推薦理由：貧栄養海域では、無機態リンであるリン酸塩に加え、有
機態リンが基礎生産に重要な働きをしていることが従来から予測さ
れてきたが、有機態リンの中で生物に使われやすい画分である易分
解性溶存有機態リン（LDOP）の濃度はナノモルレベルであり、これ
を正確に測定する技術が確立されていなかったため、有機態リンの
利用に関して定量的な議論を行うことは非常に難しかった。本論文
は、アルカリフォスファターゼにより溶存有機態リン（DOP）を酵素
的に分解し、遊離したリン酸塩を長光路キャピラリーセルを用いた
吸光光度法で測定することにより、LDOP を高感度で分析する手法
を確立した。さらにこれを実海域に応用することにより、夏季の西
部北太平洋と東シナ海における LDOP の鉛直分布を明らかにした。
観測された LDOP は混合層から亜表層クロロフィル極大層にかけ
て枯渇し、それ以深において増加するというリン酸塩と共通の鉛直
分布パターンを持っており、LDOP がこれらの海域・季節において
リン酸と同様に利用されているという従前からの仮説が極めて蓋然
性の高いものであることを強力に示している。このことはまた、今
後亜熱帯域の生物生産や生物地球化学を考える際には、もはやリン
酸塩の観測だけでは不十分であることも同時に示しており、亜熱帯
域におけるリン観測のパラダイムを変えるだけのインパクトを持っ
た論文であると言える。

分析法の開発にあたっては細部まで検討が加えられており、開発さ
れた測定法の信頼性も極めて高い。実海域への適応結果については、
この方法を用いた最初のデータということもあり、まだ粗い解析しか
できていない状況ではあるが、その段階でも既に十分なインパクトを
持った成果を提示できており、貧栄養海域におけるリン循環や生物生
産を考える上での重要な進歩を記した論文として評価できる。

以上の理由から、本論文の内容は日高論文賞にふさわしい優れた
ものであると認め、その筆頭著者である橋濱史典会員を受賞候補者
として推薦する。

2015 年度 日本海洋学会奨励論文賞　受賞候補者 推薦書 

候補者：阿
あ べ

部 泰
ひ ろ と

人 （北海道大学・低温科学研究所）
受賞対象論文：H. Abe, Y. Tanimoto, T. Hasegawa, N. Ebuchi, and K. Hanawa 

（2014）: Oceanic Rossby waves induced by the meridional shift of the ITCZ in 

association with ENSO events. Journal of Oceanography, 70（2）, 165-174.

推薦理由：大気と海洋の相互作用は気候変動の最も重要な要素の一
つであり、特にエルニーニョは中高緯度の気候にまで大きく影響す
る。エルニーニョの周期性を考える際には、シグナルの西方への伝
播が重要となるが、エルニーニョの発生時には北緯 9-15 度に正の
海面高度偏差の西方伝播が見られることが知られている。この西方
伝播シグナルは、赤道ケルビン波の東岸での反射によって励起され
た反射ロスビー波と見られがちであったが、その励起機構の詳細を
調べた研究はなかった。本論文はこの問題を、29 年に及ぶ各種観
測データ、再解析データ、および線形波動伝播モデルを用いて調べた。

本論文はまず、ITCZ（熱帯収束帯）の緯度を求め、エルニーニョ
時（ラニーニャ時）には ITCZ が南下（北上）していることを示した。
さらに、それに伴う海面風応力偏差が、ITCZ 南下時（北上時）に
ITCZ の平均緯度の北側では正（負）の、南側では負（正）の海面高度
偏差を持つロスビー波を励起する可能性があることを示した。実際、
海面高度計データからは、南側の伝播シグナルは認められなかった
ものの、北側では海面風応力偏差と整合する海面高度偏差の西方伝
播が確認された。次に、赤道ケルビン波の東岸での反射の影響を調
べるために、海面風応力カールによる強制項と減衰項を加えた 1.5
層モデルに基づく簡単な 1 次元波動方程式を考えた。東岸境界で
は赤道で観測される振幅が反射すると仮定して計算を行い、観測さ
れた海面高度の時空間変動を再現した。再現された解では、反射波
は速やかに減衰したことから、日付変更線を越える西向き伝播シグ
ナルはほぼ ITCZ の南北移動により説明されることが示された。

振動系の一部を成すと考えられるこのロスビー波もまた大気海洋
相互作用で作られているという本論文の結果は興味深い。研究手法
や解析方法そのものに特に新奇性はないが、基礎的問題でありなが
ら未解明であった問題を正攻法で扱い、明確な結果を得た点は高く
評価できる。

以上の理由により、本論文は日本海洋学会奨励論文賞にふさわし
いものであり、筆頭著者である阿部泰人会員を受賞候補者として推
薦する。

候補者：干
ほし

場
ば

 康
やす

博
ひろ

 （北海道大学・大学院地球環境科学研究院）
受賞対象論文：Y. Hoshiba and Y. Yamanaka （2013）: Along-coast shifts 

of plankton blooms driven by riverine inputs of nutrients and fresh water 

onto the coastal shelf: a model simulation. Journal of Oceanography, 69（6）: 

753-767.

推薦理由：沿岸域における河川水の流入は、海洋物理構造、栄養塩
濃度、光環境等を変化させ、生物生産に大きな影響を与える。この
河川水流入の影響は定常的なものではなく、融雪や大雨による短期
的な増加など時空間変動の大きな現象である。これまで河川水流入
の影響に関する観測研究は多く行われてきたが、時空間的に高解像
度な観測例は少なく、とりわけ荒天の影響を受けやすい外洋に面し
た海岸において不足している。数値モデルによる影響の把握は、現
象の理解および将来の観測実施計画を立てる上でも利点が多いが、
河川水の影響について現象を単純化した 3 次元の生態系モデルを
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用いた実験的な研究例は少ない。
本論文では 3 次元物理モデルに NPZD モデルを組み合わせて、

理想化された海岸における河川水の流入が生物生産に及ぼす影響を
解析している。この中で、河川水による栄養塩と淡水の突発的な供
給が及ぼす影響を明らかにし、さらに、河川水が長期的にゆっくり
と流入する場合、淡水の供給はあるが栄養塩の供給がない場合、懸
濁物も供給される場合とを比較している。一般に河川水の供給は、
その中に含まれる栄養塩によって生物生産を高めると考えられてい
るが、本論文では、淡水供給による高気圧性渦の形成によって、河
川水が流れ出る下流域ではなく上流域で湧昇が生じ、亜表層の栄養
塩が表層に供給されることによっても生物生産が高まることを明ら
かにした。本論文では、淡水だけを供給する実験によって、そのこ
とをより明確に示している。また、河川水起源と湧昇水起源のそれ
ぞれの栄養塩供給による生産増加効果が、時間差をもって現れるこ
とも示している。これらの結果は、通常の観測からは検知困難なプ
ロセスの存在を明示し、今までの観測研究の再解析に有効であるば

かりでなく、今後の観測計画策定においても有用な示唆を与えるも
のであり、高く評価できる。

本論文では、単純なモデルで多様な実験を行うことにより、河川
水供給の統合的な意義を明らかにしている。その論理は明確で、実
験デザインもよく考えられている。一方で、観測等によるモデルの
評価がなされていないこと、また河川流入域の物理環境・生態系に
関する先行研究の評価が必ずしも十分でないことは残念な点であ
る。今後は、現場観測を行っている研究者と議論を行うと共に、背
景流や潮汐、および地形を導入するなどして、現場観測との相互比
較によるモデルの評価を可能とし、また数値モデル実験に基づくよ
り効果的な観測研究計画立案へつながるよう、研究を発展させるこ
とを期待したい。

以上の理由から、本論文は日本海洋学会奨励論文賞にふさわしい
ものであり、筆頭著者である干場康博会員を受賞候補者として推薦
する。

日本海洋学会会則及び選挙細則の定めるところにより、2015 年
度、2016 度役員（会長 1 名、副会長 1 名、監査 2 名、評議員 56
名）の選挙を行い（投票締切：2014 年 11 月 28 日、開票：2014 年
12 月 2 日、有効投票数：261 票）、下記の会員が選出されました。

会　長　日比谷 紀之
副会長　神田 穣太
監　査　植松 光夫、須賀 利雄

評議員
北海道・東北地区（9 名）

磯田 豊、江淵 直人、大島 慶一郎、久保川 厚、齊藤 誠一、
西岡 純、花輪 公雄、三寺 史夫、見延 庄士郎

関東地区（28 名）
安藤 健太郎、市川 洋、伊藤 進一、岩坂 直人、岡 英太郎、

学会記事 ②

学会記事 ③

2015年度、2016年度日本海洋学会役員選挙結果 	
選挙担当幹事

幹事選挙等投票結果 	
選挙担当幹事

小川 浩史、小畑 元、蒲生 俊敬、川合 美千代、河野 健、
河宮 未知生、倉賀野 連、齊藤 宏明、杉崎 宏哉、千葉 早苗、
津田 敦、中田 薫、中野 俊也、羽角 博康、原田 尚美、深澤 理郎、
古谷 研、本多 牧生、升本 順夫、道田 豊、安田 一郎、山中 吾郎、
吉田 次郎

北陸・東海地区（5 名）
石坂 丞二、植原 量行、加藤 義久、轡田 邦夫、久保田 雅久

関西・中国・四国地区（7 名）
秋友 和典、上 真一、郭 新宇、根田 昌典、武岡 英隆、柳 哲雄、
吉川 裕

西南地区（6 名）
磯辺 篤彦、市川 香、武田 重信、中村 啓彦、広瀬 直毅、松野 健

外国地区（1 名）
裘 波

（敬称略、50 音順）

１．幹事選挙
日本海洋学会会則の定めるところにより、役員及び評議員による

幹事選挙を行い（投票締切：2015 年 1 月 13 日、開票：2015 年 1
月 15 日）、下記の会員が選出されました。
有効投票数： 53 票（定員：10 名）

石坂 丞二、市川 洋、小埜 恒夫、小畑 元、川合 美千代、河野 健、
鈴村 昌弘、津田  敦、原田 尚美、山中 吾郎� （50 音順）

２．各賞の可否投票
日本海洋学会会則、日本海洋学会学会賞・岡田賞・宇田賞細則、

日本海洋学会日高論文賞・奨励論文賞細則および日本海洋学会環境
科学賞細則の定めるところにより、役員及び評議員による各賞の可
否投票を行い（投票締切：2015 年 1 月 13 日、開票：2015 年 1 月
15 日）、全て承認されました。
有効投票数： 53 票

学　会　賞	 大島 慶一郎	 （可 53、否 0、白 0）
岡　田　賞	 佐々木 克徳	 （可 53、否 0、白 0）
	 田中 泰章	 （可 53、否 0、白 0）
宇　田　賞	 深澤 理郎	 （可 53、否 0、白 0）
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大会日程：2014 年 9 月 13 日㈯ ～ 17 日㈬
大会会場：長崎大学文教キャンパス
大会実行委員会：委員長：中田　英昭

（長崎大学大学院水産・環境科学総合研究科）

　　　　　　　副委員長：與世田　兼三
（（独）水産総合研究センター西海区水産研究所）

　　　　　　　事務局長：武田　重信
（長崎大学大学院水産・環境科学総合研究科）

１．参加者　 410 名（シンポジウムのみの参加者は含まない）
・通常会員 266 名、学生会員 103 名、学部生 23 名、非会員 18 名

２．発表件数　230 件
口頭発表 155 件、ポスター発表 75 件。さらにシンポジウム 4

件および基調講演 3 件が実施された。

３．参加費等（括弧内は、前納の場合）

学会記事 ④

2014年度日本海洋学会秋季大会報告 	
大会実行委員会事務局　武田 重信

日高論文賞	 小林 大洋	 （可 51、否 1、白 1）
	 橋濱 史典	 （可 52、否 0、白 1）
奨励論文賞	 阿部 泰人	 （可 52、否 0、白 1）
	 干場 康博	 （可 51、否 0、白 2）
環境科学賞	 野村 英明	 （可 50、否 1、白 2）

３．	学会賞・岡田賞・宇田賞受賞候補者選考委員、論文賞受賞候
補者選考委員および環境科学賞受賞候補者選考委員選挙

日本海洋学会会則および選挙細則の定めるところにより、役員及
び評議員による日本海洋学会学会賞・岡田賞・宇田賞受賞候補者選
考委員会委員、論文賞受賞候補者選考委員会委員、および環境科
学賞受賞候補者選考委員会委員の半数改選を行い（投票締切：2015

年 1 月 13 日、開票：2015 年 1 月 15 日）、下記の会員が選出され
ました。
有効投票数： 51 票
⑴　三賞選考委員（改選数 5、留任委員：古谷 研、日比谷 紀之※、

田口 哲、小池 勲夫）　植松 光夫、大島 慶一郎、蒲生 俊敬、　
津田 敦、花輪 公雄（辞退）、山形 俊男（繰上）

（※会長就任のため辞退、残り 1 年の任期は前年度選挙次点者の西田 周平会

員が繰上）

⑵　論文賞選考委員（改選数 3、留任委員：市川 香、久保川 厚、　
石坂 丞二、秋友 和典）　齊藤 宏明、河宮 未知生、武田 重信

⑶　環境科学賞選考委員（改選数 3、留任委員：栗原 晴子、小川 浩
史）　野村 英明、鈴村 昌弘、梅澤 有

参加費 （講演要旨集 1 冊込）通常会員 9,000 円（6,000 円）
学生会員 4,000 円（3,000 円）
学 部 生 無　　料
非 会 員 12,000 円（9,000 円）

懇親会費 通常会員 6,000 円（5,000 円）
学生会員 4,000 円（3,000 円）
学 部 生 4,000 円（3,000 円）
非 会 員 6,000 円（5,000 円）

講演要旨集 （送料込） 大会参加者 3,000 円
大会不参加者 3.500 円

【収入】 （単位：円）

費　　目 金額
大会参加費 2,203,000
要旨集代 93,500
懇親会費 1,337,000
賛助金、機器展示・広告費 1,480,000
長崎国際観光コンベンション協会補助金 500,000
大会準備金（学会事務局より） 400,000
大会開催費（学会事務局より） 1,000,000

４．収支決算

利息 55
合　計 7,013,555

【支出】） （単位：円）

費　　目 金額
Web ページ業務委託費 441,889
要旨集印刷代 389,016
決済業務経費（クレジット会社手数料等） 131,425
懇親会費（にっしょうかん新館、送迎バス等） 1,607,479
会場使用料（教養教育講義棟） 359,868
会場設営費（パネル・PC レンタル、立看板等） 325,026
人件費（学生アルバイト代） 343,000
運営経費（要旨集送料、休憩室茶菓、弁当等） 521,166
消耗品費（名札、封筒、ラベル等） 181,743
大会開催費の返納（学会事務局へ） 1,000,000
学会への寄附 1,712,943

合　計 7,013,555

５．経過報告
2014 年 9 月 13 日から 17 日の 5 日間、長崎大学文教キャンパ

スを会場として 2014 年度日本海洋学会秋季大会を開催しました。
大会運営にあたっては、長崎大学および（独）水産総合研究センター
西海区水産研究所の海洋学会員で準備を進めました。

参加登録や研究発表申し込み受付けなどの一連の作業は、最近の
大会で採用されていた Web システム（ジェイピーコーポレーション
が運営）を継続利用しました。このシステムには、春季大会と秋季
大会の 2 種類のバージョンがありましたが、コンビニ決済を取り
入れた 2014 年度春季大会用のものを修正して用いました。継続利
用により料金が割安となる利点が大きかったものの、システムの細
かな修正に追加料金が発生し、システム管理者との連絡がスムーズ
に行えない、バグが多く残っているなどの問題点がありました。春
季大会と同様に大会参加費に要旨集 1 部を含んだ設定としました
が、間違って要旨集の追加購入を入力する参加者が多く、その修正
依頼が多数発生しました。また、要旨集原稿のチェックや名札印刷
等の作業を大会事務局で行う必要もありました。

過去の大会では、オンラインによるクレジットカードおよびコン
ビニ決済の契約・審査手続きに時間を要していましたが、今回、植
松会長名で契約することにより、次回以降は新規契約ではなく契約
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内容の変更として扱われることとなり、カード加盟店申請に要し
ていた手続きを簡素化することができました。要旨集印刷は、PDF
原稿を作成して地元業者に印刷製本のみを依頼することで節約しま
した。また、長崎大学水産学部との共催にすることで、シンポジウ
ム会場に用いた講義室や会議室等の使用料を無料にすることができ
ました。

長崎国際観光コンベンション協会から補助を受けるために、大会
参加者の延べ宿泊日数を把握する必要があり、Web ページに宿泊
情報の入力欄を設けるとともに、会場受付でアンケート用紙に記入
をお願いしました。大会期間が連休と重なったため、長崎市内の宿
泊施設の混雑が予想されたことから、旅行会社にホテル宿泊の斡旋
を依頼しました。しかしながら、大会参加者の中には、市外のホテ
ルに宿泊されたり、ホテルを途中移動されたりした方もおられ、ご
迷惑をお掛けしましたことをお詫び申し上げます。

大会期間中は、大会運営スタッフ 19 名に加えて、学生アルバイ
ト 36 名を適宜動員し、無事に大会を終了することができました。
発表件数は例年と比べて少なかったため、口頭発表は 3 会場とし、
ポスター発表を多めに配分しました。発表件数が少なかった一因と
して他学会（地球化学会等）の開催時期に重なった点が考えられまし
た。発表用の PC としては Windows のみを用意しましたが、Mac
の使用希望者も少なくなかったため、地方開催における Mac-PC の
確保が今後の課題の一つと思われます。学部学生の参加費を無料と
した結果、長崎大学水産学部などから 23 名の参加がありました。
今大会では、植松会長から多数の会員が専門分野を越えて一堂に会
する機会を設けてほしいとの依頼があり、大会実行委員会による企
画として基調講演を見延庄士郎会員（北海道大学）、古谷研会員（東
京大学）、磨田徹氏（三菱重工業株式会社）の 3 名にお願いし、研究
発表 2 日目の午後（懇親会の前）に実施しました。約 330 名収容の
第 1 会場がほぼ埋まるほどの盛況で、大変好評でした。機器展示

をポスター会場と同じ部屋で実施するとともに、部屋の一部に休憩
スペースを設けることで、機器展示への訪問者数の増加を図りまし
た。大会初日に 3 件のシンポジウムと教育問題研究会によるサイ
エンスカフェ（長崎ピースミュージアムにて実施）、最終日に 1 件
のシンポジウムが開催され、多くの参加者がありました。大会期間
中の育児施設の斡旋と補助金の支給を企画しましたが、残念ながら
利用希望者はいませんでした。

懇親会は大会 3 日目夕刻に長崎駅近郊の山の上のホテルで実施
し、約 310 名の参加がありました。基調講演終了に合わせて送迎
バスを用意した結果、渋滞もなく参加者の移動が予想以上にスムー
ズに行われ、開宴までホテルのロビーで待機して頂くというハプニ
ングもありましたが、懇親会は大変盛況でした。長崎の名物料理に
加えて、美しい夜景や長崎大学龍踊部による伝統の龍踊りを楽しん
でいただきました。また、懇親会では学生会員を対象としたベスト
ポスター賞が石山宙夢会員（北海道大学）、山口珠葉会員（東京大学）、
野崎龍会員（長崎大学）に授与されました。

今大会には、賛助 10 団体、機器展示 13 団体、広告掲載 16 団体
の協力を得ることができ、大会運営の貴重な収入源となりました。
大会繰越金は 2014 年度春季大会の後から無くなりましたが、学会
から例年の繰越金と同額が大会開催費として支給され、参加費等が
入金されるまでの運転資金として活用しました。Web システム業
務委託費をはじめ種々の支出を切り詰めた結果、収支決算では、大
会開催費を無事に返納するとともに、残額を海洋学会の運営のため
に寄附することが出来ました。

最後に、大会の円滑な運営にご協力頂いた大会参加者の皆様、大
会賛助や広告掲載、機器展示を通じて大会運営を支えて頂いた団体
の皆様、会場となりました長崎大学の事務部の方々に厚く御礼申し
上げます。

（大会実行委員会事務局長　　武田 重信）

私がなぜ海洋学会に入会したかについて、本コラム前回担当者の池上さんにコラム執筆の機会
を頂いたので、大気海洋結合系への興味という観点から考えてみた。私は 5 年ほど前から気象学
会の会員であり気象学会に毎回参加し、研究発表も何度もしてきた。九州大学の対流圏科学研究
室に修士課程を終えるまで 3 年間ほど在籍して、熱帯大気の現象に興味を持って勉強や研究を
してきた。その間、熱源大気応答への惑星渦度水平成分の寄与を調べ（Hayashi and Itoh 2012, J. 
Atmos. Sci.）、続いて Madden-Julian 振動の正体を探った（under review）。そして、博士課程の学
生として東京大学の大気海洋研究所気候システム研究系に移ったのがおよそ 2 年前（2013 年 4 月）
のことだ。基本的には今でも熱帯における現象を中心に興味を持って研究や勉強を行っている。
ただし、この研究所に移ってからは、大気海洋結合系として熱帯を眺めるようになった。
「大気だけじゃない、海洋も同時に眺めなくてはならない」、大気と海洋の結合系としての自然の現象を理解したい。そう

思いながら、友人の誘いを受けて「大気海洋相互作用に関する研究集会」に顔を出したことを始めとして、海洋研究者や学
生が集まる研究会等に積極的に参加してきた。期待通り、気象学会の大会で研究発表をする時とは参加者からのコメントの
視点が異なるから面白い。興味の対象が違うから面白いと感じる「ツボ」が異なると思うし、大学等で初めに学ぶ専門知識
が違うから感覚も異なるのだろう。それがきっかけになって意見が食い違うこともある。とにかく、これまで気象学会関係
の場のみで活動してきた私は、海洋の研究者にも触れることで視野が広がったし、感覚も豊かになったと感じている。分野
間での交流、特に気象学会と海洋学会に所属する者同士の交流は大切だと、身を持って感じ始めている。偶然にも、ちょう
ど私が海洋の科学にも強く興味を持ち始めた 2013 年に開催された「日本気象学会夏期特別セミナー」（通称、気象　夏の学
校）は「海洋若手会　夏の学校」と合同だった。「夏の学校」は学生同士がお互いの研究発表を聞いて議論し、また懇親会を

アカデミア メランコリア（第 7 回）（若手のコラム）
東京大学大気海洋研究所　林　未知也
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通じて仲を深める絶好の機会である。これに参加することで海洋学会に所属する多くの学生と知り合うことができた。ひと
りの大気海洋結合系の研究をする学生として、海洋の研究者にもっと触れたいと思い、海洋学会へ昨年（2014 年）にようや
く入会した。

ちょうどその頃だ。2014 年の夏に、振幅の大きなエルニーニョ現象が来るかもしれないと世界中で騒がれた。しかしな
がら、結局、来なかった。古くに発見されてから多くの理論が提案されてきた大気海洋結合系の現象の動向をつかむこと
は、現在の気候の予報システムを用いてもまだ困難である。結合系の現象のさらなる理解を目指すためにも、気象と海洋の
学会会員同士が繋がる場所が多く継続的にあることが望まれる。既存の場は大切にしてこれからも継続的に利用していきた
いし、必要があれば自分で情報の共有や議論を交わすことのできる機会をつくり、これまで以上に互いの繋がりを組織とし
て深めたいと強く感じている。これから 10 年後に、日本の大気海洋結合系としての組織がより強固なものであることを目
指したい。

今回の写真はすべてバルーンアートにさせて頂いた。大気海洋研
究所が毎年 10 月に一般公開をしており、卒業生でもある須原さん
が、ほぼ実費で、または赤字覚悟で入り口や吹き抜けの部分のデコ
レーションをしていただいている。バルーンアートと聞いたとき
は、風船ひねって蛸やプードルを作るものといったイメージであっ
たが、そんな生易しいものではなかった。ある時はサンゴ礁の美し
い生態系が具現化し、ある時は 30ｍ以上ある吹き抜けに海の深さ
を表現する。また、一番重要なのは人を幸せにする力にあふれてい
ることである。アートの源泉が神の世界に近づくことと、人を幸せ

にすることならば、須原さんのアートは純粋に人を幸せに、またハ
イにしてくれるアートである。行ったことはないがディズニーラン
ドが似ているかもしれない。また、バルーンアートは刹那のアート
でもある。一般公開終了後、風船はすべて割られ処分される。形あ
るものなのに脳裏に焼き付けておかなくては、波打ち際の砂像のよ
うに失われてしまう。研究所の一般公開は 5000 人を超える市民が
押し寄せる大イベントとなった。多くは子供づれの家族であり、彼
らの笑顔を見ると須原さんの貢献は大きいと思う。いかがですか？

編集後記


